
はじめに

北海道のワカサギ漁獲量は、近年では、全国第

２～４位を推移し、網走湖をはじめとする道東の

湖沼を中心に漁獲されています。遊漁対象として

も親しまれ、結氷期の湖の氷に穴を開けて行うワ

カサギ釣りは冬のレジャーとして楽しまれていま

す。しかし、近年、資源量は減少傾向にあり、道

内で最もワカサギの漁獲量が多い網走湖でも、そ

の漁獲量および採卵量は徐々に減少しています（図

１）１）。そこで、資源の増大を図るため、各地でふ

化仔魚放流を実施しています。

ワカサギのふ化仔魚放流は、２月から５月の産

卵期に親魚を漁獲し、採卵、受精作業を行うこと

から始まります（写真１）。その後、受精卵をふ化

瓶等の容器に収容する方法やシュロ盆と呼ばれる

植物の繊維を編み込んで作られたふ化盆に受精卵

を付着させる方法があります。いずれもふ化と同

時に仔魚が放流される仕組みになっています。し

かし、これらの増殖方法では、期待した効果が表

れない場合もあります。その要因の一つとして、

ふ化した仔魚の最初の餌であるワムシ類などの小

型動物プランクトンが放流水域で少ないことによ

る飢餓が考えられています。小型動物プランクト

ンの増殖時期は年により変動するため、仔魚のふ

化時期とずれてしまうことで仔魚の生残に大きく

影響すると考えられており、これをマッチ・ミス

マッチ仮説と言います。ワカサギは、ふ化から摂

餌開始まで３日間を経過すると、その後の生残率

が低下するため、ふ化当日から小型動物プランク

トンを摂餌することが好ましいと考えられていま

す２）。また仔魚は成長に伴って初期餌料である小型

動物プランクトンからカイアシ類などの大型の動

物プランクトンに摂餌の対象が変化しますが、そ

の変化を含む期間の生残率がその後の漁獲加入量

の多寡に影響をもたらすため、仔魚期は重要な時
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写真１ 洞爺湖漁協におけるワカサギ卵の受精作業

図１ 網走湖におけるワカサギの漁獲量と採卵数、シラウ

オ漁獲量の推移（網走水試１）を一部改変）
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期になります３）。そのため、大型の動物プランクトン

を食べる体サイズ（約１０mm）になるまで、人の手で

飼育してから放流する、新しい取り組みが本州の数カ

所で始まっています。北海道においても、この増殖

方法を導入するための飼育技術開発を行っています。

北海道におけるワカサギ仔魚飼育の課題

一般的に、ワカサギを含む魚類の仔魚を飼育す

る場合、ふ化してすぐに市販のシオミズツボワム

シを給餌します（写真２）。このワムシには好適な

培養条件があり、多くは水温２５～３０℃、塩分２６～

３２PSUで培養されますが、仔魚の飼育環境に合わ

せて、時間をかけ徐々に水温や塩分を下げて培養

することもあります。ワカサギ仔魚は湖に注ぐ河

川でふ化し、一般に淡水あるいは塩分の低い汽水

湖沼で生活します。増殖事業もこのような湖沼に

隣接する施設で行いますので、その飼育環境に近

づけてワムシの培養も行われています。しかし、

これを北海道で行う場合に課題となるのが、寒冷

地ゆえにワカサギを飼育する５～６月の湖水温が

低く、市販のシオミズツボワムシでは低水温、低

塩分での培養が難しいことです。飼育水の水温と

塩分がワムシの培養条件から大きく外れると、給

餌されたワムシは直ちに活力を失い、死亡します。

死亡したワムシは仔魚に摂餌されることなく、底

に沈み、餌料としての役割を果たせません。この

ことは仔魚の生残率低下に繋がります。そのため、

北海道の飼育環境に合った、低水温、低塩分環境

においても活力を失わないワムシを選定するとと

もに、ワカサギが与えられたワムシを効果的に摂

餌できる飼育条件を検討する必要があります。

初期餌料の選定のための小規模実験

仔魚の飼育技術開発の一環として、まずは初期

餌料となるワムシ候補種の作出と選定から始めま

した。仔魚を飼育する上で、どのようなワムシを

給餌するのが良いのかについて、４種類のワムシ

を比較検討しました。

まず網走湖で淡水性のワムシを採集し、その中

からヒルガタワムシおよびツボワムシの２種類の

ワムシを単離しました（写真３）。両種はそれぞれ

７～２３℃および１１～１８℃で培養可能でした。次に

道総研栽培水産試験場が長期間にわたり培養して

いるシオミズツボワムシ（以下、道総研ワムシ）

を用いて、１４℃で８０％海水および１４℃で４０％海水に

馴致したワムシ２種類を作出しました。

これら４種類のワムシを用いて仔魚の飼育実験

を行いました。実験では５L角型水槽を４つ用意し、

止水で１０～１３℃の飼育水温を設定しました。それ

ぞれに仔魚を５０尾ずつ収容し、４種類のワムシを

それぞれの水槽に毎日給餌しました。飼育期間は

３週間としました。その結果、ヒルガタワムシ区

およびツボワムシ区では、実験終了時の生残個体

数（および生残率）はそれぞれ４尾（８％）、０尾

写真２ 左：シオミズツボワムシ（１００～３００μm）

右：培養の様子
写真３ 左：ヒルガタワムシ（２００μm前後）

右：ツボワムシ（１００～１６０μm）
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（０％）でした（図２）。一方で、４０％海水および

８０％海水道総研ワムシ区では、４６尾（９２％）、４０尾

（８０％）となり、道総研ワムシの給餌区で高い生

残率を示しました。実験終了時の体長（脊索長、

平均値±標準偏差）は、４０％海水道総研ワムシ区

（９．７mm±０．７）が８０％海水道総研ワムシ区（７．７

mm±０．７）に対し有意に大きくなっていました。

以上のことから、４種類のワムシのうち、道総研

ワムシを使用した２試験区、特に４０％海水で培養

した道総研ワムシを初期餌料とした時にワカサギ

仔魚の生残と成長が最も良いことがわかりました。

ワカサギ仔魚の飼育技術の開発

次に、飼育管理方法を検討しました。仔魚の管

理方法は大きく４つに分けられます（表１）。１つ

目に「水を常に一定量加え、同量を排水する“掛

け流し飼育”」、２つ目に「水を加えず、エアレー

ションのみを行う“止水飼育”」、３つ目に「水を

浄化しながら、すべての水を再利用する“閉鎖循

環飼育”」、最後に「閉鎖循環飼育のうち、水の一

部のみを再利用する“半閉鎖循環飼育”」です。表

１に示した通り、それぞれに利点がありますが４）、

閉鎖循環飼育と半閉鎖循環飼育では高度な水質浄

化装置が必要になるため、初期投資がかさむ難点

があります。このことからワカサギ仔魚の飼育管

理では掛け流し飼育か止水飼育のどちらかがより

現実的です。さらに、飼育管理の容易さと水質変

化の観点から現場の漁業関係者にとって最も簡便

な方法を検討するために、以下のような実験を行

いました。

３０Lの円形水槽（実水量２０L）２基にふ化仔魚を

それぞれ１，０００尾収容し、３週間飼育しました。一

方を１日かけて２０Lの淡水を注水（１日で水が入れ

替わる）する掛け流し区と、もう一方を注水しな

い止水区としました。餌料として１４℃、４０％海水

で培養した道総研ワムシを毎日、培養水とともに

給餌しました。試験水槽の水温は約１０℃で管理し

ました。その結果、１１日後における止水区の生残

率は５９．０％で、掛け流し区（３８．０％）よりも高く、

実験終了時も同様の傾向を示し、それぞれ４６．０％

および２０．６％でした（表２）。止水区の生残率が高

かった理由は、給餌後のワムシの生き残りが良かっ

たことにあると考えられます。１日で水が入れ替

表１ 各種飼育方法の特徴（山本ほか４）を一部改変）

図２ 異なる条件で培養したワムシを給餌したワカサギ仔

魚の生残尾数
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わる掛け流し区の塩分は試験期間を通し０PSU

でした。一方で止水区は、培養水に含まれる塩分

の蓄積により、１２日後から塩分が上がり始め、実

験終了時には約３PSUに上昇しました。また給餌

直前に観察した飼育水中のワムシは、掛け流し区

では、確認された日が少なかった一方、止水区で

は飼育開始３日後からほとんどの日でワムシの生

存が確認されました。これらのことから、少量の

塩分が飼育水に含まれることでワムシの活力が維

持され、生残率が向上したと考えられます。

魚類の仔魚は生まれた時の口のサイズの違いに

より、食べられる餌のサイズが異なります。そこ

で、ワカサギ仔魚はどのようなサイズのワムシを

食べるのかを調べました。

実験は８Lの角型水槽（実水量５L）にふ化仔魚

を３００尾収容し、３週間飼育しました。上記試験と

同様に道総研ワムシを給餌し、仔魚が食べたワム

シのサイズを測定しました。その結果、ふ化した

ばかりの仔魚は、約２００µmの比較的小型のワムシ

を食べていることがわかりました（表３）。その後、

成長にともなって徐々に大きなワムシを食べるよ

うになり、体長（脊索長）が約８mm以上の仔魚は

それ以下の仔魚に対し、有意に大きなワムシ（約

２３０µm）を摂餌していました。

おわりに

ワカサギ仔魚の飼育技術開発はまだまだ発展途

上にあります。引き続き、現場で活用可能な、簡

易的で低コスト、そして増殖効果の高い飼育方法

の開発に取り組んでいこうと思います。

全国各地で行っているふ化仔魚放流に用いる受

精卵は地場の卵を用いるだけでなく、他の湖沼産

から入手することもあります。これまで、網走湖

は全国に受精卵を供給する基地としての役割を果

たしてきましたが、漁獲量の減少により、ここ数

年は採卵量も減っています。道内の資源量の増大

はそのまま、全国のワカサギ資源を支えることに

繋がります。道内のワカサギ資源を維持・増殖す

るため、また受精卵の主要な供給地となっている

北海道の重要性は高く、全国的な資源増大に向け、

今後も技術の進展に取り組んでいきたいと思いま

す。本研究は水産庁受託事業「平成３１年度および

令和２年度環境収容力推定手法開発事業」の一環

で行いました。令和３年度も引き続き同事業で飼

育技術の開発に取り組んでいます。
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